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論 文 内 容 の 要 旨
本研究は，側面セファロ分析上の特徴が正貌スマイルの審美評価に与える影響を調べることを目的とし，矯正治療後
の女性１００名の正貌スマイル写真の審美性を学生２０名（男性１０名，女性１０名）が visual analogue scale を用いて評価し
た。審美評価が高かった２０名（Attractive 群，平均年齢２３．７５歳±３．３５歳）と低かった２０名（Unattractive 群，平均年
齢（２３．１１±４．４５歳）を選択してセファロ分析を行い，両群間で比較した結果，以下の結論を得た。
１．垂直的な骨格性の項目では，Attractive 群は Unattractive 群と比較して，頭蓋と口蓋平面に対する下顎下縁平
面のなす角度，前顔面高がそれぞれ有意に小さかった。
２．垂直的な歯性の項目では，Attractive 群は Unattractive 群と比較して，頭蓋と口蓋平面に対する咬合平面のな
す角度，および口蓋平面に対する上顎中切歯歯軸傾斜角がそれぞれ有意に小さかった。
３．軟組織の項目では，Attractive 群は Unattractive 群と比較して，下顔面髙と上唇の長さがそれぞれ有意に小さ
かった。
以上のことから，矯正歯科治療後に審美的な正貌スマイルを獲得するためには，hyperdivergent skeletal pattern，
上顎前歯の挺出，咬合平面の急傾斜，上唇の垂直的な位置に配慮すべきであることが示唆された。
論 文 審 査 の 要 旨
顔の審美性の改善は矯正歯科治療の目標の一つであるが魅力的な正貌スマイルの獲得に必要なセファロ分析上の特徴
は明らかとなっていない。本研究では，矯正歯科治療後の患者について側面セファロ分析による骨格性，歯槽性，なら
びに軟組織の形態的特徴と正貌スマイルの審美評価の関係を明らかにしている。このことは，矯正歯科治療の診断や治
療計画に重要な情報を与えており，歯学に寄与するところが大きく，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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